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一期４年で６千万円の人件費増加
納得できない副市長の二人制

副
市
長
を
二
人
に
す
る
案
は

議
会
招
集
直
前
に
市
民
に
は
唐

突
と
思
わ
れ
る
状
況
で
市
当
局

か
ら
提
出
さ
れ
た
。
こ
ん
な
重

要
な
条
例
改
定
の
委
員
会
審
議

抜
き
で
、
議
会
初
日
２
月
21
日

に
可
決
を
し
て
、
最
終
日
の
３

月
17
日
に
人
事
案
件
も
承
認
し

て
も
ら
お
う
と
考
え
た
よ
う
だ

が
、
経
費
削
減
を
進
め
て
い
る

中
で
、
１
年
約
千
５
百
万
円
、

４
年
の
任
期
で
約
六
千
万
円
の

人
件
費
の
増
加
に
は
疑
問
を
持
っ

た
議
員
は
多
か
っ
た
の
で
、
修

正
案
提
出
を
め
ぐ
っ
て
、
召
集

日
ま
で
多
数
派
工
作
が
行
わ
れ

た
よ
う
だ
。

日
程
調
整
の
結
果
初
日
は
補

正
予
算
を
は
じ
め
審
議
事
項
が

多
数
あ
る
の
で
、
代
表
質
問
の

終
わ
っ
た
日
３
月
１
日
に
審
議

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

議
会
初
日
に
は
冒
頭
の
市
長

の
施
政
表
明
は
約
１
時
間
に
も

わ
た
り
と
う
と
う
と
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
内
容
は
意
味
不
明
な

横
文
字
を
並
べ
、
自
画
自
賛
の

空
虚
な
言
葉
の
羅
列
に
過
ぎ
ず
、

残
念
な
が
ら
三
島
市
の
将
来
が

期
待
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
は

い
え
な
か
っ
た
。

所
信
表
明
の
後
、
補
正
予
算

案
、
来
年
度
予
算
案
、
条
例
案

等
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
説

明
が
行
わ
れ
た
。

重
要
な
議
案
で
あ
る
水
道
料

金
改
定
の
理
由
は
約
35
年
間
値

上
げ
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で

老
朽
水
道
管
の
付
け
替
え
工
事

費
、
災
害
対
策
費
の
積
立
に
不

足
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
水
道
消
費
量
の
減

少
な
ど
の
理
由
を
挙
げ
て
約
35

％
の
値
上
げ
の
原
案
を
提
出
し

た
。そ

れ
に
対
し
て
値
上
げ
は
約

15
％
の
増
に
と
ど
め
る
修
正
動

議
が
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
の
修

正
動
議
は
３
名
の
賛
成

（服
部

正
平
、
下
山

一
美
、
弓
場
重
明

の
各
議
員
）
で
否
決
。
原
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

二
つ
目
の
重
要
議
案
の
副
市

長
定
数
条
例
の
改
定
は
審
議
が

先
延
ば
し
に
な
っ
た
為
提
案
理

由
は
な
か
っ
た
が
、
豊
岡
市
長

は
所
信
表
明
の
中
で
、
副
市
長

２
人
制
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
と
し
て

「近
隣
の
市
町

と
の
競
争
に
勝
ち
、
将
来
に
わ

た
っ
て
三
島
市
が
持
続
的
に
発

展
す
る
す
る
た
め
に
は
迅
速
に

取
り
組
め
る
体
制
が
必
要
」

「三
谷
工
業
団
地
の
販
売
を
さ

ら
に
積
極
的
に
行
う
た
め
県
と

密
接
に
連
絡
で
き
る
体
制
を
作

り
た
い
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
14
人

の
議
員
は
期
限
付
き
で
副
市
長

２
人
制
を
認
め
る
べ
く
修
正
案

を
ま
と
め
て
、
３
月
１
日
の
本

会
議
に
提
出
さ
れ
た
。

第
１
条

三
島
市
副
市
長
定
数

条
例

（平
成
19
年
三
島
市
条
例

第
６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

本
則
中

「１
名
」
を

「２
名
」

に
改
め
る

第
２
条

三
島
市
副
市
長
定
数

条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る

本
則
中

「２
名
」
を

「１
名
」

に
改
め
る
。

附
則こ

の
条
例
中
第
１
条
の
規
定

は
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、

第
２
条
の
規
定
は
は
平
成
33
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

動
議
発
議
者
は

伊
丹
雅
治
、

土
屋
利
絵
、
村
田
耕

一
、
堀
江

和
雄
、
鈴
木
文
子
、
大
房
正
治
、

松
田
吉
嗣
、
瀬
川
元
治
、
佐
野

敦
祥
、
藤
江
康
儀
、
土
屋
俊
博
、

川
原
章
寛
、
岡
田
美
喜
子
、
石

渡
光
一各
議
員
の
14
名
で
あ
る
。

表
決
の
結
果
は
賛
成
多
数
で
動

議
は
可
決
さ
れ
た
。

表
決
の
際
反
対
の
意
思
を
示

し
た
の
は

中
村

仁
、
服
部

正
平
、
下
山
一
美
、
佐
藤
寛
文
、

▼
先
日

伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

主
催
の
研
究
発
表
会
に

い
っ
て
き
た
。
高
校
生

の
発
表
が
よ
か
っ
た
。
三
島
南
高

校
の
ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ
の
発
育
条

件
の
研
究
は
ビ
オ
ト
ー
プ
で
の
栽

培
実
験
の
記
録
な
が
ら
、
環
境
変

化
に
弱
い
貴
重
な
植
物
の
保
全
に

役
に
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

▼
ビ
オ
ト
ー
プ
と
い
う
の
は
箱
庭

的
な
自
然
で
は
あ
る
が
、
自
然
の

実
験
室
と
考
え
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。

▼
と
こ
ろ
で
バ
イ
カ
モ
は
漢
字
で

書
く
と
梅
花
藻
で
、
水
中
で
小
さ

な
梅
の
花
に
似
た
白
い
花
を
つ
け

る
の
で
そ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
。

湧
水
の
清
流
で
し
か
育
成
し
な
い

全
国
に
分
布
す
る
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

の
多
年
草
だ
。
ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ

は
浮
葉
と
呼
ば
れ
る
ハ
ー
ト
形
の

葉
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
楽
寿
園

に
あ
る
小
浜
池
に
自
生
し
て
い
た

も
の
が
新
種
と
し
て
み
と
め
ら
れ
、

ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ
と
名
前
を
つ
け

ら
れ
た
。
▼
楽
寿
園
が
開
園
さ
れ

た
あ
と
昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は

三
島
の
川
で
ふ
つ
う
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
地
下
水
の
大

量
く
み
上
げ
に
よ
る
湧
水
の
枯
渇

に
よ
り
三
島
の
ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ

は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
今
の
三

島
の
ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ
は
柿
田
川

に
自
生
し
て
い
た
株
を
移
植
し
た

も
の
だ
。
▼
当
時
は
バ
イ
カ
モ
は

雑
草
の
一
つ
と
し
か
認
識
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
三
島
の
子
供
た
ち

は
夏
期
に
川
で
泳
ぎ
、
川
底
に
は

え
て
い
る
バ
イ
カ
モ
を
む
し
り
取
っ

て
遊
ん
で
い
た
の
だ
。
▼
持
続
的

発
展
を
進
め
る
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
自
然
は
そ
ん
な
に
甘
く
は

な
い
。
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
を
誘
致
し

た
時
は
湧
水
は
限
り
が
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り

も
、
雇
用
が
生
ま
れ
、
お
金
が
入

る
こ
と
を
優
先
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
三
島
は
湧
水
の
減
少
と
い
う

手
痛
い
打
撃
を
受
け
た
の
だ
。

▼
い
つ
ま
で
も
発
展
す
る
こ
と
な

ど
は
で
き
な
い
。
欲
を
か
か
ず
に

今
の
生
活
を
保
っ
て
い
く
に
は
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
を
じ
っ
く
り
考

え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

〈K
〉

極
右
政
治
団
体

「日
本
会
議
」

の
幹
部
で
あ
り
自
民
党
の
有
力

政
治
家
と
も
深
い
つ
な
が
り
の

あ
る
籠
池
泰
典
氏
が
経
営
す
る

森
友
学
園

（大
阪
府
豊
中
市
）

が
小
学
校
建
設
用
地
と
し
て
国

有
地
を
格
安
で
払
い
下
げ
ら
れ

た
問
題
が
、
今
、
大
き
く
世
間

を
賑
や
か
し
て
い
る
。

こ
の
開
校
予
定
の
小
学
校
は

「瑞
穂
の
國
記
念
小
学
院
」
と

言
い
、
神
道
系
の
日
本
で
初
の

小
学
校
と
い
う
。
名
誉
校
長
に

は
安
倍
首
相
夫
人
が
就
任
し
て

い
た
。
当
初
、
校
名
は

「安
倍

晋
三
記
念
小
学
校
」
と
す
る
予

定
で
、
そ
の
名
前
で
寄
付
金
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
。
安
倍

首
相
も

「妻
か
ら

（籠
池
）
先

生
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
は
素

晴
ら
し
い
と
聞
い
て
い
る
」
と

評
価
し
て
い
た
。
ま
た
同
じ
系

列
の

「塚
本
幼
稚
園
」
で
は
園

児
に

「教
育
勅
語
」
を
暗
唱
さ

せ
た
り
、
運
動
会
で
は

「安
倍

首
相
ガ
ン
バ
レ
」
の
宣
誓
や
、

父
母
ら
に
中
国
、
韓
国
人
を
誹

謗
中
傷
す
る
文
書
を
撒
い
た
り
、

お
よ
そ
教
育
と
は
か
け
離
れ
た

で
た
ら
め
な
や
り
方
が
平
然
と

行
わ
れ
て
い
た
。

事
の
発
端
は
、
評
価
額
9
億

5
千
7
百
万
円
の
国
有
地
が
１

億
3
千
4
百
万
円
の
超
低
価
格

で
こ
の
学
園
に
払
い
下
げ
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
も
、

当
初
は
そ
の
売
却
価
格
は
非
公

表
と
さ
れ
て
い
た
。

格
安
売
却
に
先
立
つ
平
成
10

年
頃
、
小
学
校
建
設
予
定
地
の

す
ぐ
近
く
の
同
程
度
の
広
さ
の

土
地
は
、
近
畿
財
務
局
が
豊
中

市
に
公
園
用
地
と
し
て
14
億
円

以
上
で
売
却
し
て
い
た
。
ま
た

別
の
学
校
法
人
が
、
そ
の
土
地

の
売
買
で
約
６
億
弱
を
提
示
し

た
が
折
り
合
わ
ず
に
終
わ
っ
て

い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故

「森

友
学
園
」
に
は
超
低
価
格
で
売

却
さ
れ
た
か
？
そ
の
背
景
に
は

大
物
政
治
家
が
蠢
い
て
い
る
と

の
噂
も
絶
え
な
い
。
こ
の
問
題

が
国
会
で
追
及
さ
れ
、
超
低
価

格
の
理
由
が
、
そ
の
土
地
か
ら

大
量
の
ゴ
ミ
が
発
見
さ
れ
ゴ
ミ

撤
去
費
用
と
し
て
８
億
円
相
当

を
差
し
引
い
た
と
の
説
明
だ
っ

た
。
更
に
、
工
事
途
中
で
新
た

な
ゴ
ミ
が
見
つ
か
り
、
撤
去
費

と
し
て
国
か
ら
1
億
3
千
2
百

万
円
が
学
園
側
に
支
払
わ
れ
た

と
い
う
。
実
質
、
９
億
数
千
万

円
の
国
有
地
が
タ
ダ
同
然
の
2

0
0
万
円
で
売
り
払
わ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

国
会
答
弁
で
は
土
地
の
売
却

交
渉
を
め
ぐ
る
文
書
は
早
々
と

廃
棄
さ
れ
て
無
い
と
い
う
。
ゴ

ミ
の
搬
出
量
は
ダ
ン
プ
4
千
台

分
と
言
わ
れ
る
が
、
近
所
の
住

民
は
ダ
ン
プ
の
出
入
り
は
全
く

見
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
出
て
来
た
ゴ
ミ
は
埋
め
戻

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
地
下
深

く
の
ゴ
ミ
の
存
在
は
未
確
認
、

８
億
円
値
引
き
の
根
拠
に
ね

つ
造
さ
れ
た
疑
い
も
あ
る
。
安

倍
首
相
の
お
友
達
の
た
め
に
国

有
地
が
格
安
で
売
り
払
わ
れ
た

構
造
が
浮
か
び
上
が
る
。

更
に
、
森
友
学
園
疑
惑
以
外

に
も
新
た
な
疑
惑
が
次
々
と
浮

上
し
て
い
る
。
安
倍
首
相
の
学

生
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
岡
山

理
科
大
等
を
経
営
す
る
加
計
学

園
理
事
長
が
、
愛
媛
県
今
治
市

に
系
列
の
獣
医
大
学
建
設
に
か

ら
み
、
37
億
円
相
当
の
市
有
地

を
無
償
で
取
得
し
て
い
る
。
し

か
も
、
加
計
理
事
長
が
経
営
す

る
幼
稚
園
の
名
誉
園
長
に
昭
惠

夫
人
が
就
い
て
お
り
、
こ
の
大

学
の
認
可
手
続
き
は
従
来
で
は

考
え
ら
れ
な
い
速
さ
で
処
理
さ

れ
、
裏
に
大
物
政
治
家
が
い
る

と
の
疑
惑
だ
。
こ
れ
ら
の
問
題

は
大
疑
獄
事
件
に
発
展
す
る
様

相
を
秘
め
て
い
る
。

〈H
〉

森
友
学
園
疑
惑

２
月
定
例
市
議
会
で
は
来
年
度
予
算
の
審
議
の
ほ
か
に
市
当
局
か

ら
水
道
料
金
の
改
定
と
副
市
長
を
２
人
に
増
員
す
る
と
い
う
重
要
な

条
例
の
改
正
が
提
出
さ
れ
た
。

一
昨
年
、
電
通
に
勤
め
て
い

た
裾
野
市
出
身
の
高
橋
ま
つ
り

さ
ん
過
労
自
殺
事
件
は
、
大
企

業
で
の
労
働
者
の
使
い
捨
て

「長
時
間
労
働
の
実
態
」
が
大

問
題
に
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、

政
府
主
導
の

「働
き

方
改
革
」
が
大
々
的

に
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
身

は

「長
時
間
労
働
の

是
正
」
を
う
た
っ
て

い
る
も
の
の
、
言
葉

と
は
か
け
離
れ
た
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

現
在
の
労
働
基
準

法
で
は
、
第
32
条
で

労
働
時
間
は
１
日
８

時
間
、
週
40
時
間
以

内
、
こ
れ
が
法
定
労

働
時
間
で
、
そ
れ
を

超
え
て
働
か
せ
る
と

違
法
に
な
る
。
し
か

し
第
36
条
で
は
、
労

使
間
で
合
意
し
労
働
基
準
監
督

署
に
届
け
出
れ
ば
そ
れ
を
超
え

て
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。
こ
れ
を
36
協
定
と

い
う
が
、
政
府
の
有
識
者
会
議

で
こ
の
協
定
の
上
限
規
制
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
身
を

見
る
と
、
上
限
は

「月
平
均
60

時
間
ま
で
」

（年
間
7
2
0
時

間
）
、
繁
忙
期
は
月
百
時
間
ま

で
、
さ
ら
に

「２
カ
月
連
続
80

時
間
」
も
ok
と
い
う
提
案
が
な

さ
れ
て
い
る
。
月
百
時
間
の

時
間
外
労
働
は
過
労
死
ラ
イ
ン

で
あ
り
、
こ
れ
で
は
法
律
で
平

然
と
過
労
死
を
認
め
る
内
容
に

な
る
と
危
惧
さ
れ
る
。
連
合
の

神
津
会
長
は
こ
の
法
案
成
立
に

手
を
貸
し
て
い
る
。

更
に
財
界
は
残
業
時
間
の
例

外
規
定
と
し
て

「残
業
代
ゼ
ロ

制
度
」
も
強
く
求
め
て
い
る
。

そ
れ
が

「高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
と

「企
画
業
務
型

裁
量
労
働
制
の
適
用
範
囲
拡
大
」

だ
。
該
当
す
る
業
務
に
就
く
労

働
者
は

一
定
年
収
以
上
の
場
合

幾
ら
働
い
て
も
残
業
代
は
ゼ
ロ

と
い
う
も
の
。
財
界
の
求
め
る

年
収
要
件
は
4
百
万
円
以
上
で
、

こ
ん
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば

平
均
的
正
社
員
は
い
く
ら
残
業

し
て
も
残
業
代
は
ゼ
ロ
で
働
か

さ
れ
続
け
、
過
労
死
や
過
労
自

死
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

こ
ん
な
出
鱈
目
な
法
案
を
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

〈H
〉

トンデモナイ、「働き方改革」

書
き
留
め
て

⑮

あ
さ
の

か
ず
こ

軍
事
へと
傾
い
て
い
く
研
究
を
憂
い
て
教

授
の
弁
の
さ
わ
や
か

「パ
ン
ド
ラ
の
箱
」に
封
し
て
き
さ
ら
ぎ

の
空
に
投
げ
た
い
出
来
事
い
く
つ
か

二
月
よ
、
さ
よ
う
な
ら

野
村
諒
子
、
弓
場
重
明
各
議
員

の
６
名
で
、
大
石
一
太
郎
議
員

は
表
決
の
際
に
退
席
し
た
。

結
果
は
期
限
付
き
で
あ
り
な

が
ら
、
副
市
長
は
２
名
に
す
る

と
い
う
条
例
の
改
正
が
可
決
し

た
わ
け
あ
る
。
こ
の
改
正
が
期

限
付
き
で
あ
る
こ
と
が
、
副
市

長
定
数
条
例
に
ど
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
て
い
く
か
注
目
し
た
い
。

今
回
可
決
さ
れ
た
改
正
条
例

に
基
づ
く
副
市
長
人
事
案
件
は

３
月
17
日
の
最
終
日
に
提
案
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
下
馬
評
で
は

静
岡
県
観
光
政
策
課
長
小
坂

寿
男
氏
と
三
島
市
財
政
経
営
部

長
梅
原
薫
氏
が
上
っ
て
い
る
。

〈
O
〉


